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                              Abstract 

 An greenhouse experiment was performed to assess the relationship between Fusarium spore 

densities in the soil and infection rate of black-pepper seedlings. Mata soil (a forest soil of the

Amazon) were inoculated with spore suspension increasing concentration from 2.7×102 to 5.4×

105 spores lg soil. There was a positive correlation between the concentration of spores in soil 

and infection rates of the seedlings.

コ シ ョウのFusarium菌 に よる立枯 れ性 病 害 は,コ

シ ョウの根,地 際部 の茎 お よび枝 か ら感 染 を受 け て,

発病 す る(福 富 ら,1982;米 山 ・Stein,1993)。 ブ ラ

ジル ・アマ ゾ ン地域 で は,本 病 の発 生(Albuquerque,

1961)が 認 め られて以 来,本 病 は ジャ ングル を開拓 し

て,粘 土 質 ある いは砂 質 をそれ ぞれや や多 く含 ん だ森

林 土壌 地 帯で被 害 が拡大 してい る。 アマ ゾ ン地 域 では

年間 の気 温 の変 化 は小 さいが,雨 期 と乾期 とがあ って,

土 壌 が乾燥 す る雨期 には,地 温が 上昇 し,土 壌水 分 が

低 下 す るな どに よ り,土 壌 中の病原 菌 の生存 に とって

環 境 条件 が極 めて悪 化す る。

そ こで本 報告 で は,本 病防 除の基 礎資 料 とす る ため

に,土 壌 中の菌 量 と発 病 との 関係 を明 らか にす る。

材料 お よび方 法

発病 した コシ ョウ樹 よ り分離 されたFusarium solani

f. sp. piperisをPD液 体 培地 で10日 間振 とう培 養 を行 っ

た。培 養後 ガ ーセで 濾 して分生 胞子 を トー マの血 球計

算盤 で計数 し,土 壌1g当 た り5.4×105,2.7×105,5.4×

104,2.7×104,2.7×103お よ り2.7×102に な る ように滅

菌水 で希 釈 した。 これ らを径15cmの ポ ッ トに入 れた滅

菌 したMata(ア マ ゾ ン森林 の 表層土 壌)に 接 種 した。

そ の後 コシ ョウ品種Guajarinaの 苗(播 種後 約5か 月)

を1ポ ッ トあ た り6株 あ て植 え付 け,温 室 内 で管理 し

た。1処 理3ポ ッ トを供 試 し定期 的 に発病 を調査 して,

最終 の発 病調 査後 には希釈 平板 法 によ って,土 壌 中の

菌量 を計 数 した。

結 果 お よび考察

病原 菌胞子 の接種 土壌 にコシ ョウ苗 を植 え付 ける と,

そ の1週 間後 には地際 部 が褐変,萎 ち ょうす るな どの

病徴 が み られ(米 山 ・Stein,1993)発 病 した(Table

1)o土 壌 中へ の接 種 菌 量 が2.7×102,2.7×103お よび

2.7×104で は,発 病 株 は増 大 しなか った。 また それ ら

の発病程 度 も軽 か った。土壌 中の菌 量5.4×104で は,日

時が経 過 す るに従 っ て発 病株 は増 えたが,最 終 的 には

発 病 は,最 も多 く発病 した5.4×105処 理 区の1/3以 下 で,

その発病程 度 は激 しくなか った。土壌 中の菌量2.7×105

で は,植 え付 け1週 間後 には約 半数 が発 病 し,最 終的

には約80%が 発 病 してそ れ らの発 病程度 は激 しか った。

土 壌 中 の菌 量5.4×105で は発 病 が 最 も激 しく,植 え付

け1週 間後 には全株 が枯 死 した(Table 1)。

最終調 査 後(植 え付 け19日)の 土壌 中の菌量 は,接

種 時 の菌 量2.7×102～2.7×104で は1.6×103～1.5×104で

あっ て,激 し く発 病 させ る菌 量 に は達 しなか っ た。 ま

た植 え付 け時 か ら徐 々 に発 病 が増大 した接 種菌 量5.4×

104も,最 終 的 には土 壌 中の 菌量 が1.2×104で あ っ て,

激 し く発 病 させ る菌 量 には達 しなか った(Table 1)。
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Table 1 Fusarium infection rates of black-pepper plants in soil infected with increasing concentrations of the 

      pathogen.

a) Mean of 3 replicates. 

b) Inoculated with spore suspensions. 

c) Figures followed by same letter are not significantly different other wise P<0.05 Duncan's Multiple Range Test. 

d) Colony formation unit.

発病 が激 しか った接種 菌量2.7×105,5.4×105に お け

る最終 時 の菌量 は1.4×105,2.5×105で,激 しく発病 さ

せ る菌 量 を保 った(Table 1)。

本病 は土壌 へ の接 種 菌量 が103～104/土 壌1gの ような

低 い菌 量で も発 病す る こ とは,乾 期 で土壌 が 乾燥 して

菌 量が 低下 して も,コ シ ョウ を発 病 させ得 る こ とを示

唆 したが,し か し,そ れ らの発 病程度 は軽微 で あ った。

これ に対 して,乾 燥 期以外 で土 壌条件 が 良好 になって,

病 原 菌 が 土壌 中 で増 殖 した場 合 に達 す る菌 量 で あ る

105/1gの 接 種 菌 量 で は 激 し く発 病 した 。
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